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1号土拡(西→) 4号土士広 (南→)

7号土拡(北→) 8号土拡(南→)

10号土拡(南→) 13号土拡(東→)
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1号住居跡出土 6号住居跡出土

遺構内出土土器

4 土

図版5
遺構外出土土器
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図版9 遺構内出土土器



国競10 遺構外出土土器



関瓶11 遺構外出土土器



図版12 遺構外出土土器
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関脇14 遺構外出土石器



関瓶15 遺構外出土石器



遺構内出土石器

図版16 遺構外出土石器
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i量摘外出土石器
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遺跡の概観

末戸松本から束力約400m の僚出31~33m の両方に突き出す舌状台地上に位置する。

発掘調査は、昭和57年度に実施した、(向田:1確認調査の結果に基づいて 4mグリット'を千鳥に発掘

し、泣慌の確認と共に拡張することにして、120クリットを調査した。結果、I:l::¥j二造物も非常に少な

く、明確な遺構の検出もなカ追った。わずカ、に士:JJ1¥、布施lJ室行Ij'[._ヶ所を確認したにすきfなL、。

遺構と遺物

土地 f第 3図)

7-1C.Gクリット‘で径約0.9m、深さ約0.7mの土j広を検出した。また、 7 2・3~ 1 • J 

.A~C グリッドでは、径約1. 3m、深さ0.3mの円形の二[二:1:IL¥1基、長径1.5~2m の長円形を呈する

J二j広2主主を検出した。¥， ， -J"'J1も出土造物はなくf1~1:1VJについては不明である。

石組遺構(第 3、 4関)

7 1 Gグリッドで検出した。!而平な瞭を主I1み、てi二慌を横置してし、る。

出土土器 f第 5図)

底径14cm、現存高34cmの深鉢形:土器である。

地文は撚糸文で、あるが、原体は非常に弛緩して

いる。中央部から上方に京lfI¥，、沈線で文様を品li¥，、

てし、る。網代底である。

遺構外出土土器(第 6、 7図)

1・2は沈線でjメ:耐した1Wi文帯の部分に左方

向ヵ、ら京Ij突文を施してL、る。地文はRLの単節

利純文である。 3~6 は沈線を主体に文様を怖

く。純文後j甘j 初頭、の三i二部である。 7 ・ 8 は1I$~Jm

の土器片である。

遺構外出土石器「第8、 91玄[)
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4図お組遺構

石匙 (1~5) 1 ・ 2 は縦型石匙、 3~5 はt1rt型石匙で‘ある。打i百iはツマミ部の上にあり、快り

の部分は両側ヵ、らffrlJ離が施される。すべて頁引Fである。

削器(6 )打而は k出iにある。側縁に市IIIカミし、長IJ離を施している。頁岩である。

掻器 (7~9) 8は両側紘と下郎、 9は両側縁に剥[jカミL、剥離を施し刃tHjを作H-¥してし、る。

くぼみ石 (10) 長L、礁にくぼみ 2i岡を加工してし、る。

石錘 (11)瞭の両端を打ち欠L、て作ってし、る。安IJlf?;-である。

癒石 (12) 中央がきれし、に磨かれてL、る。

つ山
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まとめ

湯ノ沢E遺跡では、結果的に良好な泣{持の広がりは検出できなカ通った。しかし、このことは範11[:]

確認調究の資料に基づくとある程度 filllJしえたことでもある。

昭和57年度に本fij:也の先端、示hj{J[日紋i¥l)にトレンチを JI生定し調布iを')ミ施した結果、少註のj立物保集

しかできず、 j立備は検IHできたとしても.)1:市'に少なし、であろうと考えていた。

簡単に述べることはできなし、が、本j立跡は:1屯1)1'1昨iLE調丘結果と遺跡周院がある程度品致した良好

な例であり、今後J主跡m偵を11主iJ!IJする 11j主となるで、あろう。
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漕跡の概観

末戸松本集落から東に約400mの標高32mほど西に張り出す舌状台地の付根部分に位置する。 遺跡

は、昭和57年度に実施した範間確認調査で、赤褐色ごと掠片、鉄刀が出土しており、その範踏を中心に

グリッF'を設定して調査を行った。結果、持状土i広1基、平安時代の土拡墓21幕、遺物は土拡墓の

副葬品で‘ある須恵器、赤掲色土器、鉄製品、銅製品が出土した。

遺構と遺物

土拡墓

土1広墓は今回の調査で21基を検出した。いずれも表土下の第二層褐色土からの撮り込みである。

数基は畑の畝、溝により撹乱を受けている。 以下表にしてまとめた。

出土遺物

1号土1広暮出土遺物(第 3図)

鉄製品 紡錘車は紡輪怪5.9cm、紡菜長 18.7cmを計るが、端部は一部欠損する。全体に誘化が著

るしい。

漆器 2は漆皮である。動物の皮(牛・鹿?)に布を却内、漆で塗りかためたものである。布目

の荒い断片が出土した。

2号土拡塞出土遺物(第 5図)

土器 lは!底部切り離しが静止糸切りの須恵号長時である。再調整はない。
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土 1広 墓 寛 事睡

ゐょと 統 慎 (m)
深 き (m) 長軸方向 府 ~ ，円‘ 孟4 葬 E晶 備 "'t (長軸×短軸)

E号土拡益 2.74Xl.24 0.20 N 11' W 隅丸長方形 績皮、紡錘司区 中央部、構により般世

Z号土拡湛 3.1 XI.44 0.34 N 8・、v 長円形 組.¥!!糧、銀刀、刀辛

3~}土拡A 3.56X1.26 0.44 N 隅丸長方形 赤裕色土器、鋲刀、鍛富島、潟共 木棺のt耳跡おり、幅7伽胃、長さ2.7m

4培土拡1.1: 2.96X1.23 0.32 N32・ w 隅丸長方形
赤綿色土邸時、鉄刀 l、刀干2、鉄

木縮の痕跡あり、組68幡、長さ不明織 1

5~土拡.: 3.08X1.42 0.28 N 15・ w 鴎丸長方形 刀干 し 鉄鉱9点以よ 北側嫌乱

6.J!}土砿準 2.76X1.12 0.26 N 円・ w 隅丸長方形 桜皮箱、馬品

7号土拡略 3.0 X1.2 0.32 N 16・w 陶丸長方耳障 骨片
内然土締官官、鍛車庫、鉄刀 1、平明鉄

鍛刀に骨片付着
製品

8号土lIt;誕 3.1 XI.4 0.18 N 13・ w 燭丸長方形 赤褐色土紛郎、鋲刀1、刀干 北郎被札

9号土舷媒 2.2 XI.34 0.24 Hγw  長円形 昨渇色x獄}十 閥、北副都撹乱

10'予土鉱高 2. 56XI. 02 0.74 (畠躍部} N 2・ w 長円形 輔、補色土紛時 本惜の~跡島り、幅7恥湖、長事1.8m

11号土拡誕 1.46XO.94 0. 30 N26・ w 長円蝉

12'"土砿醤 2.34XI.1 0.30 N 8・ E 附丸長方形

13号土拡J畠 2.1 X1.94 0.40 N 隅丸長方形 刀子、』防鍾ili

14骨土紘基 2.9 Xl.7 0.20 NlO・3O'W 隅丸長方市 1ft嗣色土締師、鉄刀、刀子 北倒Of乱

15号土鉱誕 4.10X1.48 0.18 N 1・w 隅丸長方形 刀子

16~土紘lt 3.64X!.06 0.14 N24・ w 隅丸長方形
内黒土師務、鉄刀、鉄厳、鉄カマ、

よ剖l削平
働先、不明鉄慢品、締金具、銭貨

17号土紘基 3.64XI.3 0.35 N 8・ E 隅丸長方形 怯蟻 上部削平

18~土拡調書 !.34XO曲 0.10 N 1・ w 縞丸長方形 上部削平

19~土拡馨 2.1 XO.伍 0.10 N 18'・ w 長門僻 鉄刀 1、刀子1 上高臨時1)'fI.

20号土鉱葛 3.0 XI.1 0.24 N 16・ E 隅丸量方形 赤褐色土器、刀子 木憾の痕跡あり、 細5曲刻、長さ2，2m

21号土拡41: 2m以上XO.9 0.26 N 陶丸長方形 車補色土熔、刀子、 意書優噂 陶倒土手のため不明



鉄製品鉄万 ( 4) :全長

40.5cm、身幅 3~3. 7 cm、万

身約34cmを計る。 i又は不明で

ある。鏡化が著るしく、区の

部分は大きく膨らんでし、る。

部分的に木質部が残っている。

刀子(2) :長さ9.2cmを計る口

切先部分は欠損する。茎には

木質部が残っている。鉄鍛

( 3) :長さ1l.2cmを計る。身

の先端は扇平で両側に逆刺が

ある。有茎で、茎には木質が

残っている。

3号土拡纂出土遺物(第 7 Ii 

図)

土器赤褐色土器(1・2) 

:南側から 2点出土した。い

ずれも回転糸切り無調整であ
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5図土拡墓出土遺物

る。 1の底部にはへラ姑きがあるが判読できなかった。

鉄製品 鉄刀 (39):現長61.2cm、身幅3.1~4.3cm、万身45.3cmを計る。茎は一部欠損する。

をもち鍔がつく。切先は「ふくらつく」である。銃化しているが遺存状態は良し、。刀子(3):現長

15.2cmを計る。切先は「ふくらつく」である。鉄鎖性 ~34) :南側カミらまとまって出土した。図示

した30点の他にも出土しているが小破片ーが多L、。すべて有茎で、 のものは約19cmを計る。身先
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第l層茶色土 摺ご¥湘(>--

第2層掲色土
第3層褐色土(明るp)
第4層褐色土(黒'*強L、)
第5層掲色土(粘性強)
第6層黒掲自土
第7層明黒掲色土
第8層 褐色土(ロームフーロック含む)
第9層褐色土
第10層灰黒福邑土
第11層 !火黒褐色土(炭化物多く含む)
第12層黄褐色1:

る和i

身のもので、逆刺のあるもの(7 

~14 )、 nj1きつぶして属平にした

もの (4~ 6 ・ 15~18) と、やや

大形で三角形を果し、逆刺のつく

もの (31・32) の大きく三タイプ

に分けられる。茎には木質古fiの残

るものが多くみられ、特に 5・12

. 25~28は繊維(糸? )を巻きつけー

漆状のもので塗りかためているよ

うである。，馬異 (35~38) 馬具の

うち轡部の街(35・36)と鏡板 (37

・38) と思われる。

4号土1広慕出土遺物(第9図)

土器赤褐色土器(1) :回転糸

切り無調整のI不である。胎土はも

ろく OJL色を呈する。

鉄製品鉄刀(5) :現長34.3crn

身幅3.2crn ~4. 2crn、万身約31crnを

計る。茎の部分は一部欠損する。

f2Zは同区のようである。切先は

「ふくらつく Jである。誘化が著る

しいが造存状態は良L、。万子(3 

。 1 m ・ 4) 2点出土した。 2は長さ12
_j 

cmをま1-るが切先部分は欠損する。

茎に木質tmが残る。鉄鍛(2) :現長4.5cmである。茎にはきれL、に繊維(糸?)が巻かれてし、る。

5号土法墓出土遺物(第10図)

鉄製品 刀子(1) :刀身12.4crnを計る。菜は欠損する。鉄鉱 (2~10) :岐損111111 である。 2~4 は

身の先端部を扇平に叩き、鋭利にしている。 5は茎の部分である。矢柄と忠われる木質が残り、端

部に繊維(糸?)をきれし、に巻いている。茎に木質が残るものが多い。
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6号土拡募出土遺物(第12

図)

鉄製品 万子(3):切先の

f政片である。鉄鉱(1 ・ 2): 

lは現長11.2cmを計る有茎の

もので、ある。身は)品平で鋭利

で‘逆京Ijがつく。菜には木質吉r;

が残り、繊維(糸)を巻L、て

し、る。馬異(4) :誘化が著る

しく癒、着して出土した。

の街と鏡板と思われる。

漆器漆皮箱(5):一辺約

14cm、器高約 2.2cmの漆皮箱

である。蓋はきれし、に面取り

している。
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第 9図 4号土t広墓出土遺物

lOcm 
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7号土法墓出土遺物(第13悶)

土器 土師器(1) :内部に黒色処理を施した台付坊である。 回転糸切り後にナデを施している。

外体部下方には回転へラケズリが行われる。内体部は横・底部は放射状にミガキを施している。

鉄製品 鉄万(第13図):全長73.3cm、身幅 3.4cm、刀身61cmを計る細身の刀である。全体に鞘の

木古11が残っている。!友は不明であるが銅製の腔金をはめ、同様の鍔がある。茎の目貫の部分には、
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5号土t広墓出土遺物

小岐片であるが銅製の飾り金具がみ

られる。また茎には人骨と忠、われる

小破片が海綿状となり、付着してい

再調整を施さなし、ものである。赤燈

色で焼成不良である。

鉄製品 鉄刀(4) :昭和57年度範囲確認調査で出土した。全長39cm、身111高3.7cm、刀身は24cmを計

る。 iまは不明であるが腔金がある。鞘の一部である木質が残っている。刀子(2・3) 2点出土し

たが 1点は小破片である。 2は現長約15.5cmを計る。切先は欠損し不明である。茎には木質が残る。

10号土士広墓出土遺物(第18図)

土器 赤褐色土器(1) :回転糸切り無調整の午である。

鉄製品 鉄鍛(2・3)身先端部と茎部分の岐片である 0

13号土拡墓出土遺物(第22図)

鉄製品 力子(1) :身・茎の一部が欠損する。木質J''fsが部分的に残り、それに布と思われる繊維

が付着している。紡錘車(2) :紡輪怪6.4cm、紡茎長14.2cmを計る。紡茎の一端に欠損するが、

端にフックが付いている。全体に鏡化が著 LI.、。

-252 
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14号土壇墓出土遺物(第23図)

土器 赤褐色土器(1・2) 2点とも底部切り離しは

[[1]転糸切り無調整である。

鉄製品鉄刀(4) :全長38.6cm、身rlJ高3.6cm、万身29

cmを計る。茎は一部欠損する o [5<:は両区で、 る。

切先は「ふくらつく」である。ヌド質が部分的に残ってい

る。銃化が著しい。刀子(3) :現長11.5cmで、切先は欠損

する。

15号土場基出土遺物(第23図)

一g
H同
H
H
V

屯~・;

。 10cm 

2図 6号土t広墓出土遺物

鉄製品 全長18.8cm、万身11cmを計る。万子 1点が出土した。両区で、切先は「ふくらつく」で

ある。茎には木質が少し残る。

16号土拡墓出土遺物(第23・25図 1) 

土器 土師器(6) :回転糸切り無調整の内面に黒色処理を施した郎である。内体部は横方向、底

部には放射状にミカキを施している。
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石製品砥石(7) :長さ 6‘6cmの上
議 〈し戸つ:;¥ 、出

部に孔のある携帯用のものである。表 同 1
rFrつ3 

..-('"'六弐¥
面にJ察痕がみられる。 凝灰岩である。

鉄製品鉄刀(第25図 1):全長31.3

cm、身幅3.3cm、刀身23.2cmを言十る。

茎は一部欠損する。区は両区で切先は

「ふくらつく」である。鏡化が著しいが

遺存状態は良い。鉄鍛(10):長さ12.7

cmを計り、茎には木質が残る。鉄鎌

( 8 ・9): 2点出土した。 3は先端、
A υ 4は両端が欠損する o ¥.，、ずれも A端を 第 1!脅lI{fc故褐色土

第 2層褐色土
わずかに折り曲げる平鎌と思われる。

第3層 llif(炭11~t褐化色土
鋤先 (12): rlJ高15cm、J享さ 6cmのU宇状

物混入)
第 4層!I自黄掲色土

を呈する。内側は、本体に装着する
第5層黄褐色土 国l 

A-
ためV字状になる。誘化が著しい。

不明鉄製品 (11・13): 11は現長8.3cm、

しふJ 。 1 m 厚さ 5mmを計る。一端が誼角に折れ曲

がる。 13は現長 8cm、rll1.5cmで‘ある。 第14図 8号土t広墓
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4
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第15図 8号土t広墓出土遺物
。 lOcm 

両端に小孔を穿ち、上部にはめ込んだ木柄を r紐J でとめてし、る。下部に刃をつけている。

銅製品 帯金具 (14~18) 丸柄 l点、巡方 4点が出土した。丸柄は長さ 3.5cm、厚さ0.15cmで、内

側に 3本の足がつく。 巡方は 2種類あり、ひとつは、一辺が 3.3cm、厚さO.l1cmで、内側の 3隅に足

がつくもの (12・13) と、一辺が 3cmX 2.5 cm、厚さ0.09cmで、上部がわずかに湾曲する。内側には

つ山



が 1点出窓、を中心に 3ケ所に足のつくものである。銭貨(19):皇朝12銭の 1種である

796 である。土した。外径は約 2.4cm、中央の方孔は一辺約0.67cmで‘ある。

(延暦15年)11月である。不明錦製品 (20・21): 14は上部に穿孔のある厚さ 0.3cmの金具である。年
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17号ニヒ拡墓出土遺物(第25図)

鉄鍛(2~7): 2・3は身先

第16図

鉄製品

五~\BJml 

端部扇平で三角形を呈する。 他は茎部分

2・4は繊維(糸であり、木質が残る。

? )を巻きつけてし、る。

19号土拡基出土遺物(第25図) -<1 

33.40m旦'第l層淡褐色土
第2層明褐色土、--".__1 ___....-{ 第3層褐色土(炭{協定人)

ヤー士一一一「寸 第4層糊@J:(炭化物浪人)
h ムニ言二二二二7 第5府黄嵩色土

8 

8図

10号土拡

刀身

23.5cmを計る。身幅は 4cmと広く、棟rIJ

第l?;.j 明治色土
第2附 i白色土
第3肘 j白色土
第0;括的資M色t
第5~'Ì 茂1褐色土
第6肘貸出色土
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鉄刀(8) :現長35.6cm、鉄製品

11号土拡墓19図

256 

も厚い。身・茎に木質が残り、鞘の一部

と盟、われる。鏡化が著しし、が遺存状態は
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1 m 

12号土拡墓

良好である。刀子(9) :現長 8.6cmを計ーる。刀身は 4cmで自由L、。茎

には木質が残る。

20号土拡墓出土遺物(第25図)

土器 赤褐色土器 (10~12) : 10~ 12すべて底部切り離しは回転糸

切り無調整の午である。

鉄製品 刀子(13): 9.3 cmを計る。身は欠損している。茎ιは木

質ifsが残る。

21号土拡墓出土遺物(第25図)

土器 赤褐色土器(14・15): 14・15とも 11I1転糸切り無調整の祁で

ある。

鉄製品 刀子(16・17): 16は全長11.5cm、万身 5.9cm、17は全長

14.2cm、刀身 7.4cmを計る o ¥，、ずれも茎には木質が残る。紡錘車

(18) :紡輪径 5.5cm、紡茎長20.4cmを計る。紡茎の両端は欠損する。

銃イヒが著しL、。
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竪穴状遺構(第26図)

調査区の東、 15号土拡墓の西で、検出した。

プランは長軸3.4m、短車fu2.7mで若干北に開く方形を呈する。壁高約10cmで司床は平担で、ある。西

側に溝状の落ち込みが確認されてし、るが、本遺構との関係は不明である。

出土遺物(第26図)

鉄製品 鉄鍛(1・ 2) 1は身の先端を叩き扇平にしたものである。 2は茎の部分である。

溝状土拡(第27図)

竪穴状遺構、 15号土拡墓の下部ローム聞で検出した。

プランは、細長い溝状を呈し、長軸は東西で、上部3.84XO.45m、底部は4.33XO.15mで、深さ
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第27図溝状土拡

は1.07mである。底部は平坦で、両端は袋状となっている。

溝状落ち込み内出土遺物(第28図)

15号二I::.~広墓下部から検出した溝状の土JJ1\内から出

土した漬恵器査で、ある。頭部から上は欠損してし、る。

肩部に 2条、やや下方に 3条の志郎、沈線を施してし、

る。体部下方には横方向にカキ日を施している。焼

成は良好である。

遺構外出土遺物(第29図)

遺構外の第 2層褐色土上面から土師器、赤褐色土

器、鉄製11dlが多く出土した。

土器 土師器 (1~6): 1~4 は黒色処理を施し

た午で-ある。¥，、ずれも回転糸切り無調整である。 内

体部は横、底部は放射状にミガキを施している。 2

は外商にも黒色処理が施されている。 4は口径20.7

。 10cm 

第28図 溝状落ち込み出土遺物

cmを計る大形のものである。 5 ・6は翠である。 5は口径 6cmの小形のもので同転糸切りである。

6は底径 8cm、口径12.9cmを計る。ゆるく内湾しながらね縁に至り、口縁はわずかに外反する。外

面には縦方向に細か L 、刷毛 I~'l 痕がある。胎土中に砂、小礁が多く含まれ、 Rð:表面はザラザラしてい

る。巻き上げ(輪11;1み)痕跡が明瞭にみられる。赤褐色土器 (7~10) : 8 ・9は回転糸切り無調整

である。 7・10は磨滅が激しく切り離しは不明である。

鉄製品 万子 (11~16) :身・茎の破損1111116点が出土した。 15・16の茎には木質が残る。鉄錬(17)

:先端部の岐損JIlll である。簸としては大形のものである。紡錘車 (19~24) 紡輪佳 4 ~ 5.3 cmを計

るものが 6点出土してし、る。紡径はし、ずれも欠損している。不明鉄製品 (18):現長6.2cm、幅1.7cm

を計る。二本の鋲(釘)が打たれ、その先に木質が付着している。
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まとめ

土士広慕について

湯ノ沢F遺跡から21基の土拡墓を検出した。 以下簡単にまとめてみたい。

規模:土拡墓の規模は、最大のもので長径4.1m、rtn.48m、最小のものは長径1.46m、巾0.94

m である。平均Úí~は長径2.8m 、巾 1.68m で深さは確認面

から26.6cmである。

長柄iI万位:長'Iirlr方位についてみると、すべてがN320W

からN16
0 Eの範問に人り概JHí1~ヒ方向である。 1 ・ 2 、 5

~9 け+--~広墓はほほ，~iJ方向にあり、特に 2 ・ 6~9 号 i二

j広墓はまとまっている。また、 3・10・12・14・15・18

・21~J:::I::[Jt 草、 4・11.16.19~J- :1二拡阜、 17 • 20サ土lJ.主

主がほぼf，:1J方{立にある。方位からヱ人ると 4群に5JJjけられ

るようである。

上Ifl.葬形態:木精が考えられる。木棺は)寓蝕して:上j袋化

しているが、その痕跡が 3 ・ 4 ・ 10 ・ 20~} 二1::171\墓に明tI京に

N 

E 

S 

土t広墓長軸方向

認められる。副葬品もまたその痕跡内に納められているなどの点からも木棺の可能性が大きい。

しかし木村の蓋をとめる鉄釘のI::H-士はなかったo

W 

j:rn葬頭位:人"(J'の出土もなく明慌に判明できるものはなL、。ただEtIU葬1111、特に鉄刀、土問の位置

からある程度推測できる。鉄刀は16~j 土弘主を If会き切先をすべて i釘に向け』て i置かれている。土器に

ついては、北に置くものが 2・4 ・7・8・10・16サ土拡器、 ryJに[泣かれるのが 3・14・20・21号

土拡墓であり、北に置かれるものが多L、。被葬者の顕部方向には鉄万の切先を向けないものと{反定

するならば頭位は北位置であろうと考えられる。

性別1':.17[;誌に上IH葬された純葬者の性別を判明することは、人骨のI::Bごともなくまったく不可能に

近L、。 しカミし、あえて i二弘法の困問、 II¥U葬 1111!!の相違カ￥らある程度予考えてみたL、。 推測できる副葬111111

には ;z-'I生のJ、子ち物と考えられるがj錘 tドがある。紡錘，!Æの検出された士17l;~;は 1 ・ 13 ・ 21 ~j- 土拡慕で、

これらには鉄)J、釘;織などの武山知のLL¥1:はなく、 f他由に比らべると I:.i拡広担の焼模もきjわつめて小さ Lい、。

こjれl らの j人‘，f ，J~

i吋!昨与!別L口悶!丹j: 1上-)拡延広~ ~lf( ~λlは主 i故I泣えも J必i主左~.i近江するもので、ι古ι3却Oc伺m の|日;口;泊平i しカか追なく、 隣隣~J佐主してはL、るがif[f複袈はま Jつコたくスλえ

らjれ1なL、 O あるいはマウンド、 ~14tl告の{{{i:も Jまえられるが、いずれじしろ長WW\Jにわたるものとは

JまえがたL、o IIIIJ非lliJ!としてIU1:した 1:出は復忠出杯、 1 : I'~I打出杯、赤褐色 1-- 加がある。ほとんとは亦

制色 1--出で‘ある。 ;j(;f{i~色 1: 日:，H 主、すべて 1"1 転糸切り後のl'五調幣はまったく λ られないものである。

秋川以跡、 .}L 川1'111}跡からは!氏 /í:l~ および人司ままに I~lj転へラケズリのある赤褐色土器が出土しており、払

111打m肋:では嘉伴 2{ド (849{刊の紀{f-れのある木内と{乍11::¥していることカミら、これらケズリのあ
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る L~ ~{:'i 1iれ):9 1止紀1'1:1
、
1(..頃にf立町づけられる。 そjれ1よ iり)もJ校ム丘主iμιj土土ゴ;

示己上以よlド:f牟手ぴの)1[ド三弓f代にカが:与考ムiえ乙られる O

以上簡単にまとめてみた。立派な副葬品をもっ被葬者の解明、この地域を墓域とした人々の集j容

の発見等々まだまだ問題点が多L、。了j二1広墓はさらに北四方向に広がる相様を呈してし、ることから今

後詳細に調査を実施して、 101笠紀以降の悟史的背景もふまえ今後の課題とし、新たに報告する機会

を持ちたL、。

参考文献

小林行雄 r古代の岐部TJ [1(1和37{F. J高古房

末ノk~=f凶í~: r 日本武器t想Lj)~J 1971 

秋川県教育委員会 r払 j川冊跡」

昭和49~57年

秋山市教育委員会 r秋田城跡」

11丹羽]50壬[三

秋川市教育委員会 r秋1I1臨雫港新都市1;日発l!k.Ji引Ff1誠文化財発掘調在出合占J 1983 

266 



+ + + + + + + + 令 + 

A 
+ 

乃
U
匂

n
h
n
M払繋紘

門
U
U
吋a
。

。

令 . .I!晶

問乱i~ 0 。ぷ扇情
ム 10号上駐車 ¥，，)> 0 。 円 。。

Jで嵯 O~~四五 ;;ぐoh?
帽 7JJ 3勾土法曹 II!IL..bY - <> 
浩正吉 守土単車 可動 。 o.~oo 

R1 V  11kf事 。。 :3A9γ「。ず
i・)6号土制 00。%δ000'o 'l， 0え o u o片プ。 J 
7号 1:附 句ミ。。oo%-pJo

IS号土曜聾

す

.. 

+ 

ー， ¥)も11…。 。

今

。・。
0 ・
00  

';0; 

. 。
白。。， 0 
。。

‘ + 
ー・

司令 + + + 
3 
‘ 
s 6 7 8 9 

10m 

第JO図 渇ノ沢F遺跡，遣婦を竃図

。
2 3 

も。

+ 

D 

c 

B 

A 

J 

H 

。

F 

E 



問販 1



遺跡近景

国版2



2 

3 



図版4

左 3号土拡!!{碕ー)
上 3号土鉱基土膚 (商ー、

3号土鉱墓
漬物出土状舷

{1!!H 

3号士阻害事
遺物出土状態

(箇司}



図版 5

右 ・4号土JlAl裏付t-)
左:4号土l広纂遺物t白土状態{ヨヒ吋)

5号土1事者E
((fi-) 

右 6号土J!l.覇軍 (葎H
左 .漆E主箱出土状鯵 {壷ー)



右:

8 

ち





‘2 
• 
・

上左:12号止j広{所-)
ム右:13号土~墓(Î'桶-1

• e 

13号土拡纂
紡錘輩出土状態

(南-)

左 '，4号土Jtl;事
{荷-)

右 ln号土t芭纂
(街→}

図版S



図飯事

主右 16号士~G;!!
{筒司)

上左:j民力出土状鯵

中:16号土紘基
i8物出よ状態

{貰ー}

下右 : げ号ムJp;~

{北-)

下左:19号土鉱草
t商-)



(北→)

21号土拡墓(南→)

図版10

層土

20号土拡慕遺物

土層



中:

遺構外遺物出土状態

図版11



• 

‘・・
.. 2 

• 

4 

， ， 

7~9 : 3号土砿塞

1・2:1号土J!Z.墓
3-6 : 2 号土I.U~

5 

6 

_.. 

-E------v 
-a・・・・
.，E
・， i?? 



1・2: 3号土l広萎 且一一3-/ :4号 l結集
H : 5奇上l広喜
宮_1):6号il広
図版13

、
7 

• 9 

_. 

a 
10 

' 

、。

12 日



1， 
3 4 

~回・
¥5 

16 

司司・ 2

s 

s 

‘ 
a 

ー3 ¥4 

¥7 

10 

¥1 

¥ .、 6: 7培ヱ誌事
。~・¥: 8号土草墓
.2-¥4: ¥()号主J.b墓
15・16:J3号之也事
げ-2():It号ヱ也事

20 

s 

図版14



密票E〔@五
→ N トー〉 ー」
いJ

→ 
→ 

(J1 (u よと込

. . 
4トcコ、0コ 一4仁0E 4¥J日1σト4トヲ0 

罫トト 蔀トト 芦汁 前

蜘l 隣自| 蜘|蜘l

i'、コ 01 

αコ

(u 
!リ

uコ

o 
、、」

いらJ

σコ



3 4 

崎

24 

図版16

a-・・-回・・・・・・・・・・-
一一ー『司・司-ーー- 2

5 6 

『 -

I ~3 :21号土l!l墓
4・5:聖書穴状i車繍
6 :満状落ち込み
7 -3(} : i圏構91出土

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園間圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ ー.

ー・園田・ 18 

22 23 

l' .f 
28 

17 -ーー-司_1幸司_2(1 

29 



湯ノ沢 H遺跡



第 11miI跡周辺の勉形
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遺跡の概要

湯ノ沢E遺跡から東へ300mの小さく北に突き出る舌状台地にある。 遺跡は、台地の中央部に営ま

れ、検出された泣構は縄文時代中期の住居跡、土i広、晩期の炉跡、土拡等である。 遺物は、縄文時

遺構と遺物

1号住居跡(第 3区l)

調査l瓦の東側に位置する。

プランは、径 3m程の円形

を呈する。壁高約15cmで、わ

ずかに傾斜しながら立ち上が

る。覆土は褐色土が主体で、

Il(~' ¥，、黄褐色土、ブロック状に

軟らかし、黄褐色土が堆積して

18 

いる。ピットは、壁下に周る

ように検出されたが、比較的

浅く主柱穴と思われるのは不

明である。炉は、中央ーやや東

側に15~20cmの属平な礁で埋

設土掃を囲む「土器埋設石間

し、炉J である。床面は、平坦

であるが炉周辺を除くと軟弱

である。

出土遺物

土器(第4図)

炉坦設二t号;Jで、ある。底白!iは欠損する。口径

18' _A 

-c 

口
U

A' 

--C' 

F
 n
D
 

A' 
34.00m 

26.4cmで'!J!司下半分がゆるく膨む深鉢形土訟で

ある。頭部に一条の沈線、!阿部にはゆるい波

状の沈線がめぐり、その間に沈線により 5単

位に惰円文が二重に施される。またその間に

は U字状の沈線を配し連絡している。沈線開

は磨消される。地文の縄文は、 RLの縦位Lnl

転である。焼成は良好で、 I~J 縁 ffliから頭部に

かけーてこ次加熱を受けーて L、る。

\ト~

「tJtyc-第3図 1-'ii5- 1ì~~yjI 
0- m 

4図 1 炉埋設土器
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2号 A ・8住居跡(第 7a!) 

調査区のほ る。炉が住居跡の中央部 (A炉)と北側 (B炉)のニカ所に検出さ

れたことから 2時期が考えられる。

現存するプランは、長車r115m、短軸 4mの南北に長い楕円形を呈する。壁高は良好なところで約

20cmをi計る。このプランがどちらの炉に伴うものか不明である。炉は、 A.Bとも石間し、炉で、 B

炉が若干小さくなる。 A炉が確認、レベノしも高く、また貼り IAミも認められることから、新しい時期と

思われる。ピットは壁下に二重に確認され柱穴と考えられる。北西部に径70cm、深さ 1mの袋状を

呈する土拡があり、住居跡に伴うものと考えられる。北西部に径70cm、深さ 1mの袋状を呈する土

拡があり、住居跡に伴うものと考えられる。古いB炉の床は軟弱である。

出土遺物

こと器 (第 5図)

1 は袋状土拡覆土出土である。沈線で文様を措く。 2~7 は住居跡覆土から出土した口 2~4 は

口縁部がやや外傾し無文帯である。!阿部は沈線と磨消し手法によって縄文帯と無文帯を画する。 7

は無文部に縦に隆線が付され、その両側に刺突を施すものである。

若器(第16図 1・2) 

磨製石斧が 2点出土した。 2は刃部の破片である。ーっともきれし、に研磨されている。

f 
4 

2 

。 5cm 

6 

5図 2号住居跡出土遺物

1号炉跡(第 7図)

調査区中央部、 2号住居跡南壁に隣接して検出された。住居跡の炉と思われるが住居跡のプラン

は不明で、炉の遺存だけである。炉は、土器埋設石間い炉である。 2号A.B住居跡の確認、面と伺

レベノしにあることや、埋設土器から晩期の時期と忠、われる。

出土遺物

土器(第6図)

炉理設土器である。上部は欠損している。底箆 7cmで、

内湾しながら立ち上がる鉢形土器である。地文はLRの横

274 
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位回転の斜縄文である。

1号竪穴状遺構(第 8凶)

調査区の東側、 1号住居跡の南に

位置する。

プランは、径約 2.5 ~ 3 mの不整

円形を呈する。壁高は約24cmで、ほ

ぼ垂直に立ち上がり良好である。覆

土は褐色土、 11在黄褐色士、黄褐色土

が堆積し、やわらかくブロック状を

なすところもみられる。ピットは聾

下に検出されてし、る。床は非常に軟

弱である。

2号竪穴状遺構(第9

1号住居跡の北東に{立寵する口

プランは、長軸3.35m、短朝12.6m

の楕円形を呈する。壁高約10cmで、

若干傾斜しながら立ち上がる。覆土

は、炭化物の混入した褐色土、黄福

色土、黒褐色土などが堆積する。中

央部に不整形のピットがあるが覆土

から撹乱であることが判明した。

3号竪穴状遺構(第9図)

調査区の東側、 1

。。
@ 

@ 
。!@
③ 

第u凶褐色七(炭化物混入)
第 2Wi JI庁fzt褐色土(炭化物混入)
第3肘黄褐色土
第4肘亦褐色土(焼土、炭化物混入)
第5肘黒褐色土 34.10m 

8図 1号竪穴状遺構

南側に位置する。

プランは、径約 2mの円形を呈する。壁高は約40cmである。護直下には、深さ約10cmの周構が認

められた。床面は平坦で良好である。覆土中には礁が数値含まれていた。

土1広(第11図)

番 仁Fヨ二3ー
規 模 (cm) 

平面形 断面形 出土遺物
長軸 短軸 深 さ

1号土拡 径:160 290 円 汗ラ フラスコ 縄文中期土器片

2号土拡 f~ 200 204 円 7f:タ フラスコ 11 

3号土 I広 135 100 74 円 形 袋 状 11 

4 号土 j:;t. f至 67 140 円 形 フラスコ

5号土 j:Jt. 90 70 88 楕 円 フラスコ

6号土拡 径 90 50 円 形 鍋底状 円盤状石製品

7号土拡 f~ 1.40 50 内 万手 筒 状 縄石文ベ中ラ期状土石器器片

円
ノ
臼



、、、

2}1) 
4とすて2
4 
5L-

33.80m 

第 111百時補色土(炭化物混入)
第2層 fl音黄褐色土

第 11詩
第 2層
第3層
第 4層
第 5層

褐抵抗古希
褐色土
黄補色土
黒褐色土
明褐邑土

出土遺物(第16図)

6号土拡出土遺物 (4) 

第9図 2 

一第3層時黄褐色土
第4層補色土
第5層黄褐色土
第 6層黒褐色土

. 3号竪穴状遺構

円盤状;石製品 1点が出士した。礁を丸く打ち欠いて作 1)、アスフアルトが少量付着している。

7号土拡出土遺物(3 ) 

へラ状石捺 1点が出土した。細かく両面剥離を施し刃

部lを{乍る。 る。

1号ピット出土濯物(第10図)

ビ、ソト内から出土した完形土器で、ある。 口径21cm、底

径 7.5cm、器高19.5cmを計る。 日縁在日が内{頃する深鉢形

ゴ二器で、ある。 口唇部に刻みが施され、下に 3条の平行沈

線がめぐるが、 3本日は途中で切れる。 5カ所にニ個一

対の突起が付される。 地文はRLの横{立凹転の斜縄文で

ある。 10図 1号ビット内出土土器

278 

34.00m 
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遺構外出土土器(第12・13・14・15図)

遺構外出土の土器を施文様から、時JWごとに群に分け、さらに類別して述べる。

1群土器

1類(第14図 1~ 3) 

市Illl、粘土長11を貼付し、半在比竹管;1犬工具により擬似爪形文を施す土訟で、地文には羽状縄文もみら

Jlる。

2類(第14図 4)

口唇から口縁部に貼り付けをもち、口縁部には、半裁竹管;[犬工具による沈線が山形に付される。

頚部には、半隆起線文が施される。

2群土器

1類(第14図 5) 

口縁、頚部に隆帯を員ii付ーし、さらに縦に連絡する経帯を施してし、る。問には撚糸j王痕文による擬

似爪形文が施される。

2類(第14図 6) 

山形口縁をもち，それに平行して陵帯、沈線を施している。隆帯上に刻み目を施す。

3類(第14図 7)

地文の縄文に細し、粘土紐を貼付し文様を展開させる土器である。

4類(第14図 8~15) 

口縁部がやや外傾し、無文帝となるものや、沈線で磨i出し部

と縄文帯を画すものがある。また刺突の施されるものもある。

3 群土器(第13図 1 ・ 2 、第14図 16~24)

沈線を主体に文様を展開させるもので、陸線に刻み、京Ij

突をもったもの、流水状に櫛EI文を施すものなとがある。

4群土器

1 類(第14図25~29、第15関30)

口縁部に芋顧;伏文をもっ土器て、ある。

第13図遺構外出土土器
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2類(第15図31)

口縁部に平行沈線文を施す土器である。

3 類(第12図 2 、第15図32~34 ・ 37~41 ・ 43)

工字文を主とする土器群である。沈線で摘出するもの、エ個一対の突起で連絡させるものなどが

ある。口)岳部に刻みをもつものもある。

4類(第15図35・36・42)

変形工字文を施す土器である 0

5 類(第15図44~50)

広口の斐形土器である。口縁部に縄文を残し、沈線が 1~3 条口縁下と頚部にめぐり、間は磨消

し無文帯となる土器群で、ある。

遺構外出土石器(第16~18図)

右簸は無茎の納長いもので頁岩である(8 ) 0 9 は石錐で上回に自然面を残している。 10~15は石

匙である。 10~14は横型、 15は縦型である。 13は片面加工である。すべて頁岩である。 9 ~12 ・ 14

は両面加工で刃部を作るへラ状石器である。すべて頁岩である。 22・23は比較的大きな剥片を素材

として片面剥離で刃部を作り出してし、る掻器で、石質は頁岩である。 24は長さ 4.6mを計る小形磨

製石斧である。 25~28は磨製石斧で、 26は全体に細かい擦痕がみられる。 22は石剣の破損品である。

表裏に刻線がみられる。 31・32は打製お斧である。 1・2は石皿で、 2{固とも欠損している。 1の凹

面はきれいに磨れてし、る。石質は安山岩である。 3~7 は磨石である。

石製品(30):両端に孔を穿っている。装飾品で、あろう。
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まとめ

遺構について

湯ノ沢H遺跡は、北に小さく張り出す台地である。今回の調査では中央部、西、南側の畑地にも

卜レンチを設定して調査を実施したが遺構の確認はで、きなかった。本遺跡では、台地先端の縁辺部

にのみ遺構が検出できた。しかし、非常に小規模である。

遺跡は、縄文時代中期、晩期の複合遺跡である。晩期iの遺構は表土下の黒色土から掘り込まれて

おり、表土除去作業の際に一部壊された可能性がある。発見した遺構は前述した通り、縄文時代中

期の竪穴住居跡、竪穴状遺構、土t広、晩期の炉跡、土拡等である。台地の形状などから他に遺構が

広がる干可能性はきわめてうすく小規模集落のようである。

縄文時代中期住居跡の時期は、 1号住居跡炉埋設土器、 2号住居跡床面/i¥土土器から中期末葉大

木10式期に位置づけらわる。

漬物について

遺構内外出土の土器は出土量が少なく、拓影図として図示し得たものも非常に少なし、。

出土遺物は、先に l群から 4群土器まで大きく分け、さらに類別して述べた。ここではそれらを

編年的に位置づけてみたい。 1群土器としたものは縄文時代前期末葉の土器で、あり、 1・2類とも

大木 6式に比定できるものであろう。 2群土器は大きく縄文時代中期の土器である。 1類は円筒上

層 8式、 3類は大木 8a式、 4類 8~12は大木10式に北定できると思われる。 3 群土器は縄文時代

後期初頭、の土器群を一括した。第13図 1・2は門前式に併行するものと忠、われる。 4群土器とした

ものは縄文時代晩期の土器である。 1類は大洞BC式、 2類は大洞C 2式、 3類大洞A式、 4類は大

洞A'式にそれぞれ比定されるものであろう。 5 類とした、口唇部に縄文を残し、頚音r~に磨消し無文

帯をもち、 F部に数条の沈線がめぐる整形の土器はあるいは弥生時代に位置づけーられる可能性があ

る。

参考文献

芹沢長介、坪井清足他 r縄文土器大成、第2巻仁内庁」講談社 1981 

秋田県教育委員会 r秋田県立中央公間スポーツゾーン地域内遺跡発掘調査報告書、駒坂袋I遺跡」
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